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  （土） 

できないことに目を
向けるのではなく、で
きていることを褒め
る、子どもをポジティ
ブな見方で捉えられ
る教師になりたい。 
次に繋げていくこと

が大切なのだと思い
ました。 

１月２０日（土）川崎市らしい特別支援教育及び

日本語指導の考え方や学びに関する講義、多様な

子どもへの支援の在り方に関する協議が行われ、

個に応じた支援についての理解を深めました。 

「学び続けること」＝

自ら「問い続けること」 

 

「特別支援教育」自体が、日
本語指導が必要な子どもや問
題行動を起こす子どもたちへ
の支援を含め「その子が将来
自立して社会参加できるよう
にするもの」という視点を忘
れないようにしたいと思う。 

先生が関わり

のお手本に♪ 

「私の見方」で 

「支援」は変わる 

特別支援教育は、教育
をみる一つの視点・角度
という考え方にすごく納
得できた。子どもの特性
や個性をどのように伸ば
していくかという考え方
が必要であると感じた。 

それが、子どもた
ちが多様性を楽
しみ、受け入れる
きっかけになれ
ばと思います。 

「多様性を楽しむ」と
いう言葉にすごく共感し
ました。違いに否定から
向き合うのではなく、ワ
クワクした心で子どもと
接したいと思いました。 

絵が入ると外国籍の子
や障害のある子も分かり
やすい。相手の立場になっ
て考える大切さを知った。 

児童の姿を捉える時
結果ばかりに注目して
しまいそうになるが、
その子の思いや過程、
背景に何が隠されてい
るかをきちんと見てい
けるようにしたい。 

「困った子」ではなく「困っ
ている子」…将来、支援が必
要な子どもの手立てを考え、
それが少しでも役に立つこと
ができたら、きっととてもや
りがいを感じることができる
だろうな…と思いました。 

子ども一人ひとりに合った支
援を考え行動するためには、と
にかく「対話」が大事であり、
子どもの成長を見据えた、保護
者の方、同僚や上司などとの話
し合いが大切だと感じました。 

昼休みに実施された３回目の教員採用試験個別相談会で

は、ざっくばらんな雰囲気の中、前回にも増して具体的な質

疑応答が交わされました。また、同日夕方に開催した「教員

志望者向け説明会」にも多くの受講生が参加していました。 

子どもにとって心の拠り所と
なるような存在になりたい。 
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